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愛玩鶏等の小羽数飼養者の巡回指導と
呼吸器病ワクチンの投与

山口農林事務所畜産部
平成23年６月７日

中部家畜保健衛生所では、例年、伝染病を予防する目的で管内の愛玩鶏など小羽数鶏
飼養者(その他鳥類を含む)への巡回指導を行うとともに、鶏には２種類の呼吸器病ワク
チンを噴霧して投与していますが、23年度も６月から始めています。

２種類のワクチンは、家畜伝染病であるニューカッスル病と、鶏伝染性気管支炎を予
防するもので、養鶏を業とする農場では計画的なワクチン接種と衛生管理が日常的に行
われ発生の心配はほとんどありませんが、ワクチンの接種を行なっていない小規模農家
や、鑑賞用として飼育されている愛好家の鶏では未だに散発的な発生が見られるために
行っているものです。

また、巡回に併せて鳥インフルエンザなどの情報も提供しているほか、伝染病が万一
発生した場合は、平素から被害を最小限に抑えるための的確な防疫作業ができるように
取り組んでいます。


